
        

  

 

 

第４回 常滑東小学校及び常滑西小学校の通学区域見直し説明会 

   （常滑西小保護者対象） 

  

日日日日    時時時時    平成２５年６月７日（金） １９：００～２０：１５ 

場場場場    所所所所    常滑西小学校 視聴覚室 

職職職職    員員員員    

加藤教育長、榊原部長、澤田課長、小竹指導主事、山本指導主事、 

竹内課長補佐、稲葉主事、河添主事 

 

 

 

〇参加者： 男性  ６名 

      女性  ７名 

      合計 １３名 

    

〇常東小保護者 ： １名 

常西小保護者 ：１２名 

 

〇北条地区 ：   ５名 

 保示地区 ：   ２名 

 市場地区 ：   ２名 

 山方地区 ：   ３名 

 瀬木地区 ：   ０名 

 奥条地区 ：   ０名 

 そ の 他 ：   １名 

 

〇１年生  ：   ０名 

 ２年生  ：   ２名 

 ３年生  ：   ５名 

 ４年生  ：   １名 

 ５年生  ：   ４名 

 ６年生  ：   ５名 

 該当無  ：   ２名（園児等） 
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〇本日の流れについて（小竹指導主事より） 

 

 

〇あいさつ（加藤教育長より） 

 

 本日はご多用の中をお集まりいただき誠にありがとうございます。日頃は、学校教

育にご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 

 

 はじめに、常滑西小学校と常滑東小学校の学校区の見直しの問題につきまして、児

童、保護者や地域の方々にご心配やご不安をおかけしておりますこと、まずもって心

よりお詫び申し上げます。 

 

 さて、今後、私はこのように進めてまいりたいと考えております。まず、今は常滑

西小学校と常滑東小学校に分かれていますが、もともとは同じ学校であり、中学校へ

進めばみんなは同じ常滑中学校に行くことを話したいと思います。 

そして、お祭りに象徴されるように旧常（きゅうとこ）は一つであり、旧常の方々

が見守っていてくれることを子どもたちに知ってもらいます。そのうえで、常滑東小

学校からくる新しいお友達と一緒になって、新しい常滑西小学校を作ってもらえるよ

うにお願いします。 

また、児童会等を利用して、そのことをテーマにして子どもたち自身にも考えて取

り組んでもらいます。さらには、各行事等を利用し、子ども同士の交流を進めていた

だきます。 

 

 来年度になれば、それぞれの学校で出発式が行われ、新たな学校づくりを始めます。

児童会にも、新しい学校づくりをテーマに取り組んでいくようにもっていきます。教

員人事面では、常滑東小学校の子どものことを知っている常滑東小学校の先生方にあ

る程度常滑西小学校に移ってもらいます。 

 

 そして、年度当初の学年学級懇談会や家庭訪問等を利用して、家庭の様子を聞きな

がら進めます。５月ごろには、教育相談等の時間を活用し、子どもたちから様子を聞

きます。スクールカウンセラーに助言をいただいたり、必要な子どもには、スクール

カウンセラーとの面談の時間を取ります。 

 

 教師の観察だけでは気づけない部分があります。それを補うために、QU テストの

導入も考えております。これは、不登校の可能性の高い子ども、いじめを受けている

可能性の高い子ども、学校生活に意欲が低下している子どもを発見し、早期対応に繋

げることができると言われております。 

 

 学校は、出会いがあり、別れがあるところ。そうした中で、子どもたちが生きてゆ
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く力を身につけてゆくところです。学校はそうした機会を通して、子どもたちを育て

ていきます。  

 

 学区の見直しにより、子どもたちに親しい友達と別れるという悲しい体験を強いる

かもしれません。また、大勢の子どもが転入をしてきたために、不安になることもあ

るかもしれません。しかし、私は、この体験から子どもたちに大事なことを学ばせた

いと思います。友達はなくてはならない存在、仲間のありがたさ、だからこそ、絆の

大切、そうしたことを子どもたちが学ぶ教育の場にしたいと思います。 

 

 常滑地区は昭和５５年に常滑小学校を常滑西小学校と常滑東小学校に分かれまし

た。当時の子どもたちは、保護者の方や地域の方々の協力や見守りの中で乗り切って

きました。また、常滑以外の地区でも、統廃合や通学区域の見直しは行われておりま

すが、子どもたちは大人たちが思っているよりもたくましく乗り切っているというこ

とを聞いております。こうした機会は、デメリットもありますがメリットもあります。  

 

今回も、皆様方のご協力をいただき、どちらの子どもたちにとって価値ある機会と

したいと思います。是非、今一度、子どもたちのために皆様方のご理解とご協力お願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

〇 通学区域の見直しについて（澤田課長より） 

 （パワーポイント、配布資料に沿って説明。別紙資料参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ＆Ａ（榊原部長、教育長が回答）    ＜ ( )は子どもの学年 ＞ 
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男性１ 

(常東小６、

４，２年) 

Ｑ１：配布資料７ページについて。 

５年後以降は常東小と常西小で更

に差が開くのか？ 

Ａ１：必ずしもこうなるとは限らないが、飛香

台の増加の見込みを考えて、おそらく５年後に

は落ち着くのではという前提で考えている。 

男性１ Ｑ２：通学路で危険性の高い箇所の

対策は？ 

Ａ２：一木橋の下の通学路を通る児童は、現在

は約１００人。校区見直し後になると２００人

になる。物理的に歩道を広げたりガードレール

を設置したりすることは困難と考える。 

 大学教授と相談し、実際に現場を見ていただ

き、アドバイスを受けながらできることをやら

せていただきたい。 

指導主事が大学教授に一度相談に行き、写真

等を見ていただいた。例えば、ポールを立てる

等の対策があると考えている。 

 

男性２ 

(常西小３年) 

Ｑ３：通学団について。常西小は個

別登校だが、これが常東小の保護者

に誤解されている気がする。 

少しでも不安を取り除いていくこ

とが必要と思われるが、どのように

常東小の保護者に伝えているのか。 

Ａ３：常西小は確かに通学団という名称ではな

いが、誘い合いという形で登校している。 

 どうしても通学団をやりたいとうことであ

れば、校長に相談していただければ実現はでき

ると説明している。 

  

男性２ 

 

Ｑ４：通学路の対策はどれくらい進

んでいるか。 

Ａ４：特に一木橋と大阪屋の所を心配してい

る。しかし、まだ通学路も決まっていないから

具体的な話は進んでいない。 

大阪屋の所では北側に線を引いてあるから、

これを南側に寄せて線を引いたり、グリーンの

ラインを引いたりすることなどを検討してい

るが、保護者と学校とで相談していただくこと

がより良いと思う。 

男性２ Ｑ５：通学路交通安全対策連絡協議

会は、資料に保護者が書かれていな

いが、この協議会に関わっていける

か？ 

Ａ５：協議会では、最も危険と思われる箇所を

専門チームで詳しく検討する。資料には記載が

ないが、保護者もこの協議会のメンバーに入っ

ている。 

男性３ 

(常西小６、

３年) 

Ｑ６：両校の交流とは具体的にどの

ようなものか？ 

Ａ６：一つにサマースクールを考えている。ま

た、ＰＴＡの交流や教員の交流など。なるべく

両校の文化を取り入れられることができれば

と思う。 

男性３ 

 

Ｑ７：サマースクールの具体的な交

流内容は？ 

Ａ７：（常西小校長より）日程としては、同じ

ときに同じところを考えている。常東小と常西
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小の５年生の先生同士で話し合っている。 

まず、初日にしっかり顔見知りになろうとい

うことを考えている。午前に自己紹介して、午

後に海岸で砂の造形を、夜はキャンプファイヤ

ーを一緒にやろうと考えています。２日目は、

朝に別れの会を開き、ひとまず両校の交流を閉

じて、それぞれの学校の都合で動いていきたい

と考えている。 

 常西小は海の学習でビーチランドへ、常東小

はハイキングを考えている。 

男性４ 

(常西小５年) 

Ｑ８：常西小の大規模改修に伴う備

品は新規で用意するのか？ 

Ａ８：できるだけ新しいものを用意したいと考

えている。必ず、すべてとは言えないので、中

には常東小のものを持ってくることもあると

思う。 

男性４ 

 

Ｑ９：６年生が卒業した後の妹弟は

常西小へ移ることになるのか。 

Ａ９：卒業後は移っていただく予定である。ど

うしても移れない事情があれば個別に相談し

てほしい。 

女性１ 

(常西小３年) 

Ｑ１０：特別支援教室は常西小に２

クラスあるが、人数が増えた場合は

どうなるか。 

Ａ１０：特別支援学級は８人で１クラスである

が、まだ人数が正確に分かっていない。 

男性５ Ｑ１１：津波に備え、４階に避難す

るよりも屋上へ避難する方針に変え

ることはできないか？ 

Ａ１１：基本的には４階で大丈夫と思う。 

せっかく屋上に上がれるのなら最初からそ

の方が良いという意見もあると思うが、天候等

の問題もあり、必ず屋上に上がるのがいいかど

うか、考え方がいろいろあると思う。 

 本来ならば高台に避難するのが最も良いと

考える。なぜ高台を一番にしていないかと言う

と、行くまでの道を確保できるかどうか不安な

ためである 

男性５ Ｑ１２：屋上への避難経路を増やせ

ばよいのでは？ 

Ａ１２：構造的に難しい。 

男性５ Ｑ１３：初めから屋上へ避難するこ

とは検討していないのか？ 

Ａ１３：いったんは４階に避難するが、状況を

見て、混乱のないように屋上に上がるという方

法はあると思う。 

 

男性５ Ｑ１４：市はそれで完全に安全が保

障できるという認識なのか？ 

Ａ１４：完全とは言い切れない。 

道路等の状況が悪くなく高台へ逃げるとい

う選択肢、４階に逃げる選択肢、屋上へ逃げる
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選択肢、この３つの選択肢を持つことで安全性

を確保できると考えている。 

絶対とは言えないが、実行可能な選択肢を用

意していくことが安全を確保する方法と考え

る。 

男性５ Ｑ１５：瀬木地区は目の前に常東小

があるので、常西小へ移っていただ

くのはいかがなものか、とのことだ

が、奥条地区も目の前に学校がある

人もいる。違いはないのでは？ 

Ａ１５：それは承知している。その前に、区を

なるべく分割しないという前提がある。 

瀬木地区も常西小へとなると、瀬木地区も更

に分割することになる。 

 常東小からコンパスで引き、同等の距離で線

引きすると奥条も分割することになる。距離だ

けでなく、行政区をなるべく分けないようにし

たい。 

 瀬木地区にある学校に通う瀬木地区の子ど

もを、区が同じにもかかわらず常西小へ通って

いただくのはいかがなものかと考えた。   

いくら目の前でも、奥条なので常西小へいって

いただくということで線を引いた。 

男性６ 

(常西小３年) 

Ｑ１６：両校の交流も必要と思うが、

常西小の中で、常東小から新しく移

ってきた子どもと元々の常西小の子

どもとの交流の機会も増やすべきで

は？ 

過去の学校の子どもとの交流より

も、常西小の中で仲良くなることも

重要と思う。 

Ａ１６：新しい常西小をみんなで作るという気

持ちを持ってほしい。 

児童会等でも新生常西小を作ることをテー

マにしてもらい、子どもたち自身に考えてほし

い。いずれ同じ中学校に通うのだから、仲間だ

と思ってほしい。 

 例えば、社会科の授業の中で、身近な地域に

ついて学習する。常西小の子どもは常西小校区

のことを学び、常東小は常東小校区のことを勉

強していく。 

しかし、自分たちの住む地域なのですでに知

っていることも多い。 

そこで、社会科の時間の中で、自分はこんな

ことを勉強した、常東小校区にはこんなよい所

がある、常西小校区にもこんなよい所があるこ

とを両校の子どもが発表し合う機会が持てれ

ば、子どもにとってももっと興味を持ってもら

えるし、自慢ができると思う。こんな交流を常

時やっていくことが大事だと考えている。 

 


